
六
月
一
三
日
（
金
）
、
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び

進
路
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郷
原
三
学
年
委
員
長
、
今
村
校
長
、
大
山
学

年
主
任
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
『
夢
実
現
に
向
け

て
、
今
す
べ
き
こ
と
』
と
題
し
て
、
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
徳
岡
卓
也
先
生
か
ら
入

試
の
動
向
や
進
路
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な

心
構
え
を
聞
き
ま
し
た
。

２０１４夏を制し，受験を制する！

真剣な表情の生徒・保護者のみなさん

並
行
し
て
、
同
窓
会
館
（
三
星
会
館
）
で
は
二
年

生
向
け
の
進
路
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
合
同
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
利
用
し
て
実
施
し

た
も
の
で
、
こ
ち
ら
も
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
劉

耕
助
先
生
か
ら
、
「
一
つ
上
を
目
指
す
た

め
に
」
と
題
し
て
中
だ
る
み
の
学
年
と
い
わ
れ
ぬ
よ

う
、
ど
う
学
習
と
向
き
合
う
か
、
御
指
南
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
講
演
で
も
、
鹿
屋
高
校
生
に
熱
い
エ
ー

ル
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中だるみなどあり得ない！ 文武の主役二年生

出
前
講
座
開
催

六
月
一
四
日
（
土
）
、
二
・
三
年
生

対
象
に
、
十
大
学
・
一
短
大
・
一
専
門

学
校
か
ら
二
○
名
の
教
授
等
を
招
聘

し
、
学
部
・
学
科
研
究
の
一
環
と
し
て

出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
徒
は
、
事
前
に
決
定
し
て
い
た
コ

ー
ス
別
に
受
講
し
、
興
味
あ
る
分
野
の

講
義
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。
大

学
・
学
部
・
学
科
を
選
択
す
る
上
で
、

と
て
も
有
意
義
な
出
前
講
座
で
し
た
。

大
学
等
の
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

看護の魅力たっぷりと･･･

実験大成功！
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鹿屋高等学校

「
夢
実
現
に
向
け
て
、
今
す
べ
き
こ
と
」

「
一
つ
上
を
目
指
す
た
め
に
」

三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
進
路
講
演
会
開
催

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿

屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

主
な
行
事
予
定

七
月
【
文
月
】

一
五
日
（
火
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

一
八
日
（
金
）
終
業
式
・
朝
課
外
終
了

３
棟
教
室
移
動

二
二
日
（
火
）
夏
季
前
期
課
外
開
始
【
全
学
年
】

家
庭
訪
問
開
始
【
一
年
】

二
六
日
（
土
）
九
大
プ
レ
代
ゼ
ミ
【
三
年
希
望
者
】

二
七
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

三
一
日
（
木
）
夏
季
前
期
課
外
終
了
【
一
・
二
年
】

八
月
【
葉
月
】

一
日
（
金
）
夏
季
前
期
課
外
終
了
【
三
年
】

四
日
（
月
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０

（
～
一
五
日
）

一
六
日
（
土
）
三
星
会
総
会

一
八
日
（
月
）
夏
季
後
期
課
外
開
始
【
全
学
年
】

二
二
日
（
金
）
中
学
生
一
日
体
験
講
座

二
三
日
（
土
）
全
統
マ
ー
ク
模
試
【
三
年
】

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

【
一
・
二
年
希
望
者
】

二
六
日
（
火
）
夏
季
後
期
課
外
終
了
【
全
学
年
】

二
七
日
（
水
）
授
業
日
・
実
力
考
査

（
～
二
八
日
）

※
変
更
・
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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六
月
二
○
日
（
金
）
と
六
月
二
四
日
（
火
）
の
二

日
に
分
け
て
、単
車
実
技
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
日
目
を
二
年
生
対
象
と
し
て
実
施
し
、
二
日
目
に

三
年
生
と
二
年
生
の
受
講
で
き
な
か
っ
た
生
徒
を
対

象
に
行
い
ま
し
た
。

寿
自
動
車
学
校
の
先
生
方
及
び
鹿
屋
警
察
署
の
御

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
技
術
と
知
識
の
向
上
、

交
通
マ
ナ
ー
の
意
識
の
高
揚
、
交
通
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。御

指
導
い
た
だ
い
た
的
場
さ
ん
は
本
校
三
六
期
の

先
輩
で
、
「
説
明
を
す
ぐ
理
解
し
、
的
確
に
行
動
し

て
い
る
。
自
慢
に
思
う
。
」
と
後
輩
に
つ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た
。

安全防衛運転を

目指します。

ヘルメットのひもはきっ

ちりと締めるよう御指導

いただきました。

六
月
一
五
日
（
日
）
、
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
の
前
身
で
あ
る
「
音
楽
部
」
と
し
て
活

動
す
る
頃
は
、
部
所
有
の
楽
器
も
な
く
、
各
人
が
持

ち
寄
っ
て
演
奏
す
る
な
ど
、
先
輩
た
ち
の
御
苦
労
が

あ
っ
て
こ
そ
、
開
か
れ
た
第
一
回
か
ら
、
回
を
重
ね
、

今
年
で
三
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

演
奏
会
は
、
三
部
構
成
で
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
を
含
め
た
１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
を

中
心
と
し
た
２

ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
、

Ｏ
Ｂ
と
の
競
演

も
あ
り
、
歴
史

を
つ
な
ぐ
３
ｒ

ｄ
ス
テ
ー
ジ
と

続
き
、
ア
ン
コ

ー
ル
で
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

御
来
場
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３年生の授業風景を見ていただきました。
中庭にて。思索の森説明中。 集中して聞いてくれています。
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「
性
に
関
す
る
講
演
会
」
開
催

男
性
・
女
性
の
生
理
的
・
心
理
的
・
社
会
的

特
性
を
理
解
し
、
異
性
に
対
す
る
思
い
や
り
や

責
任
を
自
覚
す
る
た
め
に
、
学
年
別
に
講
演
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

・
六
月
二
○
日
（
金
）
一
年
生
・
保
護
者
対
象

演
題
「
心
と
体
の
主
人
公
に
な
ろ
う
」

講
師

原
田
す
ず
子
・
上
村
直
美
先
生

鹿
児
島
県
助
産
師
会
助
産
師

・
六
月
二
七
日
（
金
）
三
年
生
・
保
護
者
対
象

演
題
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
大
切
に

～
性
的
自
己
決
定
能
力
を
高
め
よ
う
～
」

講
師

二
川

政
文
先
生

鹿
児
島
市
立
広
木
小
学
校
教
諭

＊
二
年
生
は
十
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

単
車
実
技
講
習
会
実
施

～
責
任
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
～

大崎中学校ＰＴＡの皆さん ！
６月２５日（水）１６名来校

田代中学校の皆さん！
７月１日（火）１８名来校

錦江中学校の皆さん！
７月４日（金） ４１名来校


